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コケゴカイ Simplisetia erythraeensis（環形動物門：ゴカイ科）は、日本沿岸の河口域や干潟域

における普遍種であり、干潟の生態系機能を支えていると考えられる。近年、沿岸域の開発に伴

って多くの干潟が失われており、干潟に生息する多くの底生動物種が存続の危機に瀕している。

しかしながら、日本において、本種を含むゴカイ科多毛類の生態はほとんど調べられておらず、

基礎的知見が不足している。そこで本研究は、コケゴカイの成熟特性を含む生活史を解明すると

ともに、北太平洋における本種の分布南限域である琉球列島での分布状況について調査した。 

第 2章では、鹿児島湾奥の重富干潟（温帯域）と奄美大島住用湾の市干潟（亜熱帯域）に生

息する個体群を対象に、本種の繁殖期を含む生活史特性を調査すると共に、地域間での比較も行

った。毎月の調査結果から体幅のサイズヒストグラムを作成し、それぞれコホート解析を行った

ところ、鹿児島湾では 8月から 9月に、奄美大島では 7月から新規個体群の加入が認められた。

また、親コホートは 5月以降減少し続け、10月上旬には完全に消失した。さらに、卵母細胞を持

つメスは、鹿児島湾で 3月から 8月、奄美大島で 4月から 7月に観察された。以上より、コケゴ

カイの寿命は約一年であり、繁殖期は夏であることが解明された。また、繁殖は水温変化に影響

を受けており、地域によって繁殖期に差異があることが示唆された。 

第 3章では、鹿児島湾の思川河口に生息するコケゴカイ個体群を対象に、性成熟のプロセス

を明らかにした。組織切片では、卵母細胞と精母細胞が別々の個体で見られ、卵が体腔で観察さ

れたため、本種は雌雄異体であり、雌は卵巣を持たず体腔内で卵形成を行うことが明らかになっ

た。雌の性的成熟は 2つの段階（F1と F2）が確認され、F1は 3月から 8月に、F2は雄が精母細

胞で満たされる 7月から 8月に発生した。また、性的に成熟した雌は筋肉層の大部分を消失し、

卵母細胞の周囲に補助アメーバ細胞が観察されたため、本種は 1回繁殖であると示唆された。さ

らに、成熟個体の形態から生殖群泳のような繁殖行動は持たないことが示唆された。 

第 2章及び第 3章において、コケゴカイの繁殖期は分布域の南へいくほど短くなることが想

定された。そこで第 4章では、コケゴカイの分布域の南限である八重山諸島を含む琉球列島にお

いて、本種の詳細な分布状況と形態変異を明らかにした。琉球列島に生息する本種には、形態的

に異なる 2つのタイプが含まれることが明らかになった。片方のタイプの形態は原記載の記述に

一致する。なお、顎片数については、タイプ間で有意な差は認められなかった。 

本研究で明らかになった繁殖生態から、コケゴカイの分散能力は高いとは言えず、幼生が遠

方の干潟に到達する確率は低いと考えられた。顎片数の地域間差はこれを示唆している。従って、

沿岸域の干潟消失が本種の地域個体群間のネットワークに与える影響は大きく、特に琉球列島の

様な島嶼域おいては重要であると考えられる。 




